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　ウシガエル摘出脊髄半切標本を用い，9あるい
は10番の後根よりショ糖隔絶法を適用して電位
を誘導し，時分割法により電流刺激を加えスパイ
ク後電位を記録した．　すべての実験は無Ca，
1mMEGTA液中で行い頻回刺激は50H：zに
て加えた．単一の活動電位では，スパイクと後脱
分極電位が観察されるが，頻回刺激においては，
刺激終了後に過分極電位が発生した．　この過分
極電位は振幅はスパイクの数に比例し，持続時間
も延長した．過分極電位はウワバイン感受性を示
した．また，潅流四脚のNaの除去（Li置換）
によってもこの過分極電位は抑制された．
　以上の結果は，過分極電位の発生に起電性Na－K
PU叩が関与することを強く示唆する，　しかしな
がら，ウワバイン処理あるいはLi置換はNa－K
punpを停止させ，その結果，細胞内のイオン組成
を変化させた可能性がある．　すなわち，カリウ
ムイオン（K　＋）の流出によりK＋の平衡電位が静
止膜電位に接近するとカリウム電流は減少し，カ
リウムコンダクタンス（9K）の変化による電位
変化も二次的に抑制される可能性がある．
　この点を確認するために，無カリウム液の効果
を検討した．過分極電位は発火回数が50回以上
の場合にはその振幅が抑制されたが，発火回数の
少ない場合では逆に増大が起こった．外液のK＋
はNa－K　pu叩に必須であり，無カリウム液中で
は，Na－K　PU■pは停止する．従って，過分極電位
の全てがNa・・K　pumpによるのではない．一方，カ
リウムイオンの平衡竃位は，正常液中での値から
大きく負に移動するので，gK増加による過分極
竃流は増加する．従って過分極竃位の一部，特に
発火回数の少ない場合，はgK増加に起因する．
　以上の結果より，頻回刺激による過分極電位に
は，起電性Na－K　pu■pによる成分とgK増加によ
る成分が共に存在する．TEAと4APは過分極
竃位を抑制しないので，電位依存性Kチャネル以
外のKチャネル，例えばNa－activated　K　channel
が過分極電位に寄与していることが考えられる．
【目的】本研究の目的は、局所運動中の筋内酸素濃度が
筋細胞内pH低下とどのように関わっているかを明らか
にすることである。
【方法】一般健常男性5名を対象として、グリップ運動
時と手関節屈曲運動時において31P－MRSおよびNRSによ
る測定を実施した。負荷装置にはそれぞれ専用のエルゴ
メ臨画ーを用い、いずれの場合も2分間の安静の後3秒に
1回の頻度で最大随意収縮力（MVC）の10％から疲労困
懲に達するまで毎分5％MVCずつ強度を増加させた。
3i吹|MRSの測定では、安静時および運動時の各強度で1
つのスペクトルを得た。測定された各スペクトルから、
クレアチンリン酸、無機リン酸、ATPのそれぞれの相対
濃度および細胞内pHを求めた。　NRSについては、安静
時および運動時の酸素化ヘモグロビン・ミオグロビン（
Oxy－Hb・Mb）濃度を測定した。運動後カブ阻血により
Oxy－Hb・Mb濃度を低下させほぼ定常になったレベルを0
％、カブ開放後ピークに達したレベルを100％として運
動時のOxy－Hb・Mb濃度を評価した。
【結果】グリップ運動では、Oxy－Hb・Mb濃度は強度増
加に伴い低下し25％MVCで最低値（40．7％）を示しそ
の後は上昇する傾向を示した。手関節屈曲運動について
は、oxy－Hb・Mb濃度は15％MvCで最低値（15．4％）を
示した後は大きく変化しなかった。グリップ運動時の
pHは25％MVCあたりから漸減する傾向を示し、手関節
屈曲運動では10％MVC以後ほぼ直線的に低下する傾向
を示した。
【考察】以上の結果から、少なくともグリップ運動に関
してはpH低下が起こる強度において使用し得る酸素は
充分に残存していたものと考えられ、乳酸蓄積に起因す
るといわれているpH低下に必ずしも酸素不足が伴わな
いことが示唆された。本研究の結果は、酸素が充分に存
在する大気圧環境下において運動時の乳酸産生の主たる
原因が組織の酸素不足ではないという説を支持するもの
である。
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